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第
二
百
七
十
八
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を

同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
同
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
加
え
、同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す

る
不
申
告
加
算
金
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
、
第
二
項

に
規
定
す
る
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
に
百
分
の
十
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額

と
す
る
。

一

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
そ
の
提
出
若
し
く
は
修
正
申
告
書
の
提
出
（
当
該
納
入
申
告
書
又
は
修
正
申

告
書
に
係
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
道
府
県
知
事
の
調
査
に
よ
る
更
正
又
は
決
定
が
あ
る
べ
き
こ
と

を
予
知
し
て
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
が
あ
つ
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
前
の
日
ま
で
の
間
に
、
道
府
県

法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
、
不
申
告
加
算
金
（
次
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
同
号
に
お
い
て
同

じ
。）又
は
重
加
算
金
（
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
不
申
告
加
算
金
等
」
と
い
う
。）を
徴
収
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
場
合

二

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
そ
の
提
出
若
し
く
は
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
係
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
の
納
税
義
務
又
は
特
別
徴

収
義
務
が
成
立
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
及
び
前
々
年
に
納
税
義
務
又
は
特
別
徴
収
義
務
が
成
立
し
た
道
府

県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
、
不
申
告
加
算
金
若
し
く
は
重
加
算
金
（
次
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も

の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
不
申
告
加
算
金
等
」
と
い
う
。）を
徴

収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
又
は
特
定
不
申
告
加
算
金
等
に
係
る
決
定
を
す
べ
き
と
認
め
る
場
合

第
二
百
七
十
九
条
第
三
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
課
税
標
準
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き
事
実
で
隠

蔽
し
、
又
は
仮
装
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
き
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
そ
の
提
出
、
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
第

二
百
七
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
が
あ
つ
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て

五
年
前
の
日
ま
で
の
間
に
、
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
、
不
申
告
加
算
金
等
を
徴
収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
」

を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
（
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
）
に
該
当
す
る
」に
改
め
、

同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
二
項
に
規
定
す
る
課
税
標
準
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き
事
実
で
隠
蔽
し
、
又
は
仮
装
さ
れ
た
も
の
に

基
づ
き
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
そ
の
提
出
、
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
が
あ
つ
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
前
の
日
ま
で
の
間

に
、
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
つ
い
て
、
不
申
告
加
算
金
等
を
徴
収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合

二

納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
後
の
そ
の
提
出
、
修
正
申
告
書
の
提
出
又
は
第
二
百
七
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
に
係
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
の
納
税
義
務
又
は
特
別
徴
収
義
務

が
成
立
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
及
び
前
々
年
に
納
税
義
務
又
は
特
別
徴
収
義
務
が
成
立
し
た
道
府
県
法
定

外
普
通
税
に
つ
い
て
、
特
定
不
申
告
加
算
金
等
を
徴
収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
又
は
特
定
不
申
告
加
算
金
等
に

係
る
決
定
を
す
べ
き
と
認
め
る
場
合

第
二
百
七
十
九
条
第
四
項
中
「
前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
納
税
者
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し

た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
特
別
徴
収
義
務
者
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違

反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
に
よ
つ

て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
納
税
者
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六

項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
六
条
第
一
項
中
「
損
壊
し
、」の
下
に
「
若
し
く
は
」
を
加
え
、「
又
は
そ
の
」
を
「
そ
の
」
に
、「
を
し

た
」
を
「
を
し
、
又
は
そ
の
現
状
を
改
変
し
て
、
そ
の
財
産
の
価
額
を
減
損
し
、
若
し
く
は
そ
の
滞
納
処
分
に
係
る

滞
納
処
分
費
を
増
大
さ
せ
る
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
ま
た
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中「
者
は
」

を
「
と
き
は
、
そ
の
相
手
方
と
し
て
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を

「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
十
七
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
に
よ
つ
て
」を「
に

よ
り
」
に
、「
同
条
」
を
「
帳
簿
書
類
（
同
条
」
に
、「
の
検
査
」
を
「
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
物

件
の
検
査
」
に
、「
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
そ
の
帳
簿
書
類
で
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
も
の
を
提
示
し

た
者
」
を
「
又
は
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
二
百
八
十
五
条
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
徴
収
法
第
百
四
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
道
府

県
の
徴
税
吏
員
の
物
件
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
応
じ
ず
、
又
は
偽
り

の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）を
提
示
し
、
若
し
く
は
提
出

し
た
と
き
。

第
二
百
八
十
七
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
法
人
税
額
」
の
下
に「（
各
対
象
会
計
年
度
（
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二

に
規
定
す
る
対
象
会
計
年
度
を
い
う
。）の
国
際
最
低
課
税
額
（
同
法
第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
最

低
課
税
額
を
い
う
。）に
対
す
る
法
人
税
の
額
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
七

項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
七
項
か

ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
九
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を
「
提
出
し
た
と
き
。」に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
三
百
一
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
者
は
」
を
「
と
き
は
、そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
罰
金
刑
」
を
「
刑
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
に

お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
所
得
割
の
課
税
標
準
）」を
付
し
、
同
条
第
二

項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
項
」
の
下
に
「
及
び
次
条
第
一
項
」を
加
え
、

「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条

第
七
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条

第
十
項
中
「
う
め
ら
れ
た
」
を
「
埋
め
ら
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
百
十
四
条

所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者
（
特
定
非
常
災
害
の

被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

常
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
た
非
常
災
害
（
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
非
常
災
害
」
と
い
う
。）に
係
る
同
条
第
一
項

の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
の
属
す
る
年
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て「
特
定
非
常
災
害
発
生
年
」と
い
う
。）

の
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
青
色
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
者
に
限
る
。）が
特
定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額

（
そ
の
者
の
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
年
に
お
い
て
生
じ
た
前
条
第
八
項
の
純
損
失
の
金
額
を
い
う
。）又
は
被
災

純
損
失
金
額
（
所
得
税
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
災
純
損
失
金
額
を
い
い
、
当
該
特
定
非

常
災
害
発
生
年
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特

定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
又
は
当
該
被
災
純
損
失
金
額
の
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度

以
後
五
年
度
内
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市
町
村
民
税
に
係
る
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
八
項
中

「
純
損
失
の
金
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
純
損
失
の
金
額
で
特
定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
（
次
条
第
一
項
に

規
定
す
る
特
定
非
常
災
害
発
生
年
純
損
失
金
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
被
災
純
損
失
金
額

（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
災
純
損
失
金
額
を
い
う
。次
項
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
も
の（
」と
、「
を
除
く
。）」

と
あ
る
の
は
「
を
除
く
。）並
び
に
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
前
五
年
間
に
お
い
て
生
じ
た
特
定
非
常
災
害
発
生
年

純
損
失
金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
前
に
お
い
て
控
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）」
と
、同
条
第
九
項
中「
純

損
失
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
純
損
失
の
金
額
で
被
災
純
損
失
金
額
以
外
の
も
の
」と
、「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
は
「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
前
五
年
内
に
お
い
て
生
じ
た
被
災
純
損
失

金
額
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
前
に
お
い
て
控
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）」
と
す
る
。

一

事
業
資
産
特
定
災
害
損
失
額
（
所
得
税
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
資
産
特
定
災
害

損
失
額
を
い
う
。）の
当
該
納
税
義
務
者
の
有
す
る
事
業
用
固
定
資
産
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
用
固
定

資
産
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
そ
の
者
の
営
む
事
業
所
得
を
生
ず
べ
き
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の

の
価
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
合
計
額
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で

あ
る
こ
と
。


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